


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 ・THEFLOWERSOFJAPAN AND THEARTOFFLORALARRANGEMENT・（KELLY AND
WALSH，東京:博文社，1891／明治 24年），・LANDSCAPE GARDENING IN JAPAN・（KELLY






6 河東義之「コンドルがもたらした西洋建築」（『鹿鳴館の夢 建築家コンドルと絵師暁英』INAX BOOKLET
10巻2号，平成3年2月）
7 河東義之「コンドルが目指した建築技術の導入と確立」（『一丁倫敦と丸の内スタイル』三菱地所株式会社，
平成21年9月）
8『コンドル博士遺作集』コンドル博士記念表彰会，昭和6年
9 コンドルは明治17年に太政官雇となり，2年後の明治19年，官庁集中計画のために設置された内閣直属の臨
時建築局に移った。その間，初期の中央諸官庁配置計画や議院建築（国会議事堂）の基本設計を行っている。
10 外務官邸は明治8年に建設が認められ，同10年に竣工した。しかしその直前に外務省庁舎が焼失したこ
とから，庁舎の再建に併せて同一敷地内に再び外務官邸の建設が計画され，明治14年に竣工している。
それにともなって，最初の外務官邸は明治9年から計画されていた太政大臣官邸に転用された。
11 明治18年12月に太政官制から内閣制に移行したことによって，各省の長は「」から「大臣」と呼ばれる
ようになった。
12 1階東側外廊部（サンルーム）や西側通用口，台所など。同一様式で描かれた設計図の一部には明治43年1
月の日付が記されている。
13 前掲『ジョサイアコンドル書簡史料の研究』
14 川上帚木「コンデル博士の婦人」（『建築文化』昭和22年）
15 コンドルの作品でハーフティンバー形式のものとしては，赤星家大磯別邸（明治40年）のほか，コンドル
自邸（明治37年），益田孝邸（明治39年），末延道成邸（明治40年），近藤廉平邸（明治42年），赤星家赤
坂邸（明治45年），今村繁三邸（大正2年）などが知られる。
16 前掲『コンドル博士遺作集』
17『黒田清輝日記第4巻』（中央公論美術出版，昭和43年）
18 鉄筋コンクリート造の近代建築でありながら伝統的な瓦葺きの屋根を架けた建築で，ナショナリズムの高ま
りを背景として昭和初期に流行した。代表的な遺構として九段会館（旧軍人会館，昭和9年）や東京国立博
物館本館（旧東京帝室博物館，昭和12年，重要文化財）などが知られる。
19 J.Conder・FurtherNotesonJapaneseArchitecture・（『RIBA Journal』1886.3）
20 コンドル「日本の建築界に於ける感想」（『建築世界』大正4年3月号）
（かわひがし よしゆき）
―161―
